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１．まえがき  

 近年，全国各地で浸水被害や洪水氾濫が報告され

ている．このような被害への対策を講じることは喫

緊の課題とされている 1)．浸水被害や洪水氾濫を未

然に防ぐ方法として，河川や雨水管内において主水

路の流れを分水させ，一時的に貯留施設に貯留する

という方法が用いられる 2)～3).従来では常流区間の

水面形が比較的安定している区間の下流域を対象に

集水を行っている 3)．貯留能力の増大をするとなる

と,下流域に設置されている貯留施設の大規模化が

挙げられるが,費用や土地の制約から実行するのは

難しいと考えられる．そのことから，細分化した小規

模な貯留施設で分水を行い，集水域全体でピーク流

量を減らす方法が有効であると考えられる．分水す

る施設下の地形条件によっては，射流区間にて分水

する必要があると考えられる.また，浮遊物が分水流

路に流入および蓄積のしづらいような構造であるこ

とが望ましい．雨水管などの施設では天候によって

通水している場合としていない場合があるため，降

水初期における浮遊物対策が重要である．ここでは，

常流から射流に遷移する場合を対象に，主要水路底

部より高い位置に設置した両側溝から分水する方法

を提案する．提案した構造について主要導水路の勾

配を変化させ，総流量に対する分水流量の比を表す

流量分配比について検討を行った． 

２．両側溝を用いた分水方法の提案 

 細分化した小規模な貯留施設で分水を行うために

は分水流量の制御が必要不可欠となる.また,様々な

流量に対しても効果を発揮する必要がある．そこで，

主要導水路に段差を設け傾斜路とし，導流壁上端を

三角形状とした主要水路底部より高い導流壁天端に

溝を設置し，分水を行う方法を提案する（図-1）．導

流壁上流端を三角形状とすることで，流量規模に関

わらず流脈を乱すことなく流れが水路中央に集まる

ような流れが形成されるため，浮遊物および掃流物

が両側溝への混入を制御できる． 

３．実験方法 

実験には幅 0.40m，高さ 0.60m，長さ 15m を有する矩

形断面水平水路を使用し，主要水路模型を水路に設

置した（図-1）．主要水路途中に段差を設け傾斜路と

し，傾斜路上に設置された導流壁を越流した際に分

水される構造とする．段落差 s を 0.032m として，分

水区間の水路に対して平行な長さ（斜面長）T を

0.256mとし，s/T=0.125すなわち 1/8 勾配に設定した．

両側溝は分水区間において，側溝の幅を Bs，側溝の

長さを Ls として定義した開口率 2Bs/B=0.105，
Ls/B=0.53 と設定した．なお，導流壁上流端における

三角形部材は，横断方向 t=0.042m，流下方向

L=0.126m，高さ H=0.05m としている．表-1に示す実

験条件のもと，流量規模を表す無次元量 dc/s を変化

させ，流量分配比に関して検討を行った．分水流量の

測定方法とし要水路の流量 Qm を推定する近似式を

作成した．このことから，下流水深の測定より分水 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1 記号定義図 
 

表-1 実験条件 
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流量 Qs(=Qt - Qm)を推定した． 
４．流況の流量規模に伴う変化  

 主要水路に設置した分水模型について，側面から

観察した流況を写真-1に示す．写真-1より，側溝へ

入り込む分水流量は，傾斜路を通過する運動量に支

配的であることが流況観察から推測できる．また，

dc/s=2.28 から dc/s=3.59 に増加した場合，側溝へ入り

込む水面勾配が小さくなっており，流線の曲がりが

小さくなっていることが確認された．すなわち，流量

規模が大きい場合，溝への入り込みが制御されるよ

うになることが考えられる．なお，写真-2 に示され

るように，主要水路底部より高い位置に溝を設置し，

導流壁上流端を三角形状とすることによって流れが

水路中央に集まる流況となった．その結果，様々な流

量に対しても分水流路に掃流物および浮遊物が混入

しないことが確認できた． 

５．両側溝の分水機能に関する検討 

 流量分配比 Qs/Qtについて，Qs/Qt = f(dc/s, s/T, I, H/s, 

L/t)で整理したものを図-2に示す．図に示されるよう

に，いずれの I の場合でも流量規模を表す dc/s が増

加すると Qs/Qtは増加していき，ある程度の段階で一

定値に収束，減少していく傾向にある．これは，dc/s

の増加に伴う分水区間の運動量の増加によるものと

考えられる．水路勾配 I を変化させた場合，水路勾配

が小さい I=0，1/500 では，水路勾配による流量分配

比の差は小さい．また，I=1/100 では I=0，1/500 に比

べて流量分配比は小さい値を示した．これは，水路勾

配を大きくすることによって，分水区間の運動量の

増加し，溝への入り込みが制御されたことによるも

のと考えられる． 

６．まとめ 

本研究では，主要水路の総流量を分水する方法と

して，主要水路底部より高い位置に設置した両側溝

から分水する方法を提案した．導流壁によって流れ

が水路中心に集まる流況が形成されるため，様々な

流量規模に対しても分水流路に掃流物および浮遊物

が混入しないことが確認できた．流量規模の増加に

伴って流れの運動量が増加することから，流量分配

比は増加し，ある段階で収束，減少することが示され

た．また，主要水路勾配の変化が小さい場合，流量分

配比に対する水路勾配の影響は小さいといえる．一

方，主要水路勾配の変化が大きい場合には運動量の

変化も大きくなるために，水路勾配の影響は大きく，

水路勾配が小さい場合に比べて，流量分配比が小さ

くなることを示された． 
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写真-1 流量規模による流況の変化 

 
 
 
 
 
 
 
 

写真-2 主要水路の流況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2 Qs/Qt=f(dc/s, s/T, I, H/s, L/t) 

II-179 令和3年度土木学会全国大会第76回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - II-179 -


